
　
こ
こ
数
年
、
年
10
％
を
超
え
る
経

済
成
長
率
を
維
持
し
、
政
治
・
経
済

と
も
に
安
定
し
た
国
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
。
１
９
９
３
年

に
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
計
画

経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
移
行
、
開
発

が
急
速
に
進
め
ら
れ
、
２
０
０
４
年

に
は
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）へ
の

加
盟
を
果
た
し
た
。
外
国
直
接
投
資

も
徐
々
に
増
え
て
お
り
、
亜
鉛
鉄
板

の
工
場
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
組
み
立
て
、

自
動
車
販
売
な
ど
の
分
野
で
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
進
出
す
る
日
本
企
業
も
見
ら

れ
る
。
ま
た
08
年
に
「
日
・
カ
ン
ボ

ジ
ア
投
資
協
定
」
が
発
効
さ
れ
、
こ

れ
を
機
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
投
資
環
境

の
整
備
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、
日

系
企
業
の
投
資
が
拡
大
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。 

　
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
外
国
投

資
の
誘
致
先
と
し
て
有
望
視
さ
れ
て

い
る
の
が
、
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら

車
で
約
３
時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
る
南

部
の
港
町
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
。
シ
ハ

ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
は
、
大
型
船
舶
・
コ

ン
テ
ナ
船
に
よ
る
貨
物
の
ほ
ぼ
全
量

を
取
り
扱
う
、
同
国
最
大
の
国
際
港

湾
だ
。
97
年
の
時
点
で
７
万
T
E
U

※
１
だ
っ
た
同
港
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量

も
、
08
年
に
は
26
万
T
E
U
に
ま

で
増
加
。
主
要
産
業
で
あ
る
縫
製
品

と
靴
を
海
外
へ
送
り
出
す
玄
関
口
と

な
っ
て
い
る
。 

　
そ
ん
な
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
も
、

10
数
年
前
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
急

増
が
見
込
ま
れ
る
港
湾
貨
物
へ
の
対

応
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。
96
年
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
の

整
備
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
調
査

を
実
施
。
ま
た
99
年
と
04
年
に
、コ
ン

テ
ナ
埠
頭
を
４
０
０
メ
ー
ト
ル
拡
張

す
る
と
と
も
に
、
大
型
ク
レ
ー
ン
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導

入
す
る
た
め
の
円
借
款
を
供
与
し
た
。 

　
港
湾
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
へ
の
進
出
を
考
え
て
い
る

企
業
に
と
っ
て
は
、
原
材
料
の
輸
入

や
製
品
の
輸
出
に
対
す
る
リ
ス
ク
が

一
つ
減
っ
た
と
も
い
え
る
。
外
国
投

資
の
誘
致
に
一
歩
前
進
し
た
瞬
間
だ
。

し
か
し
、
港
湾
の
整
備
・
拡
張
な
ど

ハ
ー
ド
面
と
と
も
に
、
港
湾
の
管
理
・

運
営
を
担
う
港
湾
庁
職
員
の
能
力
な

ど
ソ
フ
ト
面
も
併
せ
て
向
上
し
な
け

れ
ば
、
増
加
す
る
コ
ン
テ
ナ
を
効
率

的
に
さ
ば
く
こ
と
は
難
し
い
。 

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
円
借
款
で

新
た
に
導
入
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
設
備
を
使
っ
て

タ
ー
ミ
ナ
ル
全
体
を
効
率
的
に
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
た
め
の
人
材
育
成

に
協
力
。
現
在
、
坂
田
和
俊
専
門
家

を
中
心
に
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
核

と
な
る
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
か
ら
、
コ

ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
※
２
の
レ
イ
ア
ウ
ト
作

成
、
ヤ
ー
ド
内
で
の
コ
ン
テ
ナ
の
移

動
方
法
な
ど
に
つ
い
て
指
導
に
当
た

っ
て
い
る
。 

　
日
々
の
苦
労
を
尋
ね
る
と
、「
何
事

に
も
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て
し
ま
う

こ
と
」
と
苦
笑
す
る
坂
田
専
門
家
。

コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を

作
成
し
た
時
に
は
、
幾
度
と
な
く
議

論
が
行
わ
れ
、
決
定
ま
で
３
カ
月
と

い
う
時
間
を
要
し
た
。
そ
ん
な
場
合

で
も
、「
責
任
感
を
持
っ
て
新
シ
ス
テ

ム
を
運
用
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ

て
も
ら
う
た
め
、
最
終
決
定
は
港
湾

庁
職
員
ら
の
選
択
に
委
ね
て
い
る
」

と
い
う
。
４
月
下
旬
か
ら
は
、
実
際

に
新
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
の
総
合
運

転
の
ト
ラ
イ
ア
ル
が
始
ま
っ
て
お
り
、

「
最
初
は
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
技
術
を
身
に
付
け

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
坂
田

専
門
家
が
話
す
通
り
、
ま
ず
は
基
本

的
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
が
目
標
だ
。 

    

一
方
、
港
湾
整
備
と
同
時
に
、
経
済

特
別
区
の
設
置
も
外
国
投
資
の
呼
び

水
と
し
て
の
期
待
が
高
い
。
輸
出
関

連
産
業
の
開
発
に
大
き
く
貢
献
す
る

と
と
も
に
、
近
年
急
増
す
る
若
年
層

の
雇
用
機
会
の
創
出
に
も
つ
な
が
る
。 

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
と
シ
ハ

ヌ
ー
ク
ビ
ル
を
結
ぶ
道
路
の
周
辺
地

域
の
開
発
計
画
策
定
な
ど
に
協
力
。

ま
た
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
の
隣
接

地
区
に
、
輸
出
加
工
区
を
中
心
と
し

た
約
70
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
経
済
特
別
区

を
建
設
す
る
た
め
の
円
借
款
を
供
与

し
た
。
２
０
１
１
年
の
完
成
を
目
指

し
て
、
現
在
、
工
場
用
用
地
や
道
路
、

上
水
設
備
、
下
水
処
理
設
備
な
ど
の

整
備
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
投
資
家
に
と
っ
て
魅
力
的

な
投
資
先
と
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
設
計
も
行
わ
れ
る
。
そ
れ
に

加
え
、
電
力
や
通
信
の
需
要
拡
大
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
円
借
款
に
よ

り
、
経
済
特
別
区
ま
で
の
送
電
線
や

光
ケ
ー
ブ
ル
も
整
備
さ
れ
る
予
定
だ
。 

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
経
済
の
飛
躍
的
な
発

展
に
大
き
な
期
待
が
か
か
る
外
国
投

資
。
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
の
整
備
と

経
済
特
別
区
の
完
成
を
経
て
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
が
よ
り
魅
力
的
な
投
資
先
と

な
る
日
が
待
ち
遠
し
い
。 

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら 

港
湾
を
整
備 

港
に
隣
接
し
た 

経
済
特
別
区
の
建
設 
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※1 20フィートコンテナ1個分に換算した数量の単位。
※2 コンテナを荷役し、一時集積しておく場所。

カンボジア最大の国際外洋港、シハヌークビル港――

この国の経済・産業の発展を支えるコンテナターミナルの稼動が始まる。

外国投資の誘致先として有望視される港の整備とともに、経済特別区の建設などを通して、

JICAは同国の貿易・投資拡大を支援している。

経済特別区の完成
予定地。現在、日系
の中小企業2社が進
出に向け準備中

カンボジア

シハヌークビル港 

タイ

ベトナム

シハヌークビル港の全景。JICAは2基のコンテナクレーン（左）とコンテナ埠頭（右）の整備に協力

（上）船で運ばれてきたコンテナは、
クレーンでトラックに載せられ、コ
ンテナヤードに送られる
（左）コンテナヤードのレイアウト
を決める会議で港湾庁職員にア
イデアを提案する坂田専門家（奥）
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